
親子人権防災教室 

 河合小学校では、今年度、「自他の命を大切にし、互いにつながりあう児童の育成～人権

防災教育を通して」というテーマのもと、人権教育に取り組んでいます。今回の親子人権

防災教室では、１～３年生には EARTH隊員による「じぶんのいのちはじぶんでまもる～イ

ツモ防災～」という講演を、４，５年生には防災教育学会会長の諏訪清二先生による「人

権と防災」という講演をしていただきました。 

前半、EARTHレンジャーの登場があり、地震が起きた時、自分の命を守るために「こん

なときどうする？」をクイズ形式で考えました。加古川が氾濫したら河合小学校がどこま

で浸水するのかをシミュレーション動画で見たり、新聞紙を使って親子で防災スリッパ作

りをしたりしました。 

後半、諏訪先生より、災害が起きた時に命を守るための事前

の対策や、避難所での人権を守ることについて、関連死を減ら

すにはどうすればよいかについて等のお話がありました。避難

所でも「人が人らしく」生活できるように考えていかないとい

けないというお話は考えさせられました。以下、児童と保護者

の皆さんの感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中一貫型 

小野市立 

 河合小学校 

 令和７年１０月 

 

－他者と共創し、主体的に学ぶ児童生徒の育成－ 「強く 正しく 温かく」   

・河合小学校が洪水になったら一階があふれるのだとわかりました。（１年生） 

・地震が起きた時に、玄関に逃げると安全だと初めて知りました。（１年生） 

・自分の命は自分で守ることがわかりました。（１年生） 

・地震が起きた時に、トイレにいたらドアを開けないといけないことを知りました。（２年生） 

・建物の中で地震が起きたら、電気を消してドア開けておくというのを知りました。（２年生） 

・地震が起きたら倒れそうなものから離れて机の下に隠れます。（２年生） 

・災害はいつくるかわからないから、防災グッズも大切だけど、いつきても混乱しないよう心の準

備も大切だと思います。（３年生） 

・避難場所を確認したり、防災グッズを用意したりするのが大切だと覚えました。（３年生） 

・体育館で遊んでいるときに地震が起きたら、真ん中に集まることがわかりました。（３年生） 

・家で子どもと一緒に登下校中や学校以外の場所で地震が起きた時にどう対応するのか復習しよう

と思います。（保護者） 

・防災クイズでは自分も選択肢に迷うことがあり、自分の防災意識も下がっているなと実感しまし

た。新聞紙のスリッパは初めて作成しましたが、思っていたよりしっかりしていて驚きました。

帽子も家で一緒に作ってみたいと思います。（保護者） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月から学校安全について様々な取組を行ってきましたが、子どもたちにとってより安

心安全な学校になるようこれからも学校全体で取り組んでまいります。 

 

子どもたちも頑張っています！ 

児童会の年間目標「安心・安全で楽しい河合小」を実現するために、廊下にたくさんの

標語を張ったり、立て看板にしたり、昼休みに見回りをしたりと、「廊下を歩く」を実現さ

せるために自分たちで考えた方法で日々取り組んでいます。 

 

１０月の主な行事予定 

１日（水）小中特交流の日 

     （たてわりふれあい講座） 

２日（木）４年手話体験 

３日（金）児童朝会 

６日（月）２年こども園交流（粟生） 

７日（火）サイエンスショー 

９日（木）２年こども園交流（中央） 

     ４年アイマスク体験 

１０日（金）元気アップ クラブ活動 

１０日（金）２年こども園交流（亀鶴） 

１３日（月）市内小学生陸競技大会 

１５日（水）５年自然学校出前授業 

１７日（金）５年ふれあいの日 

      ３年社会見学（キッコーマン） 

２０日（月）ハートフル弁当 

２４日（木）全校朝会 委員会 

２６日（日）北播小学生陸上競技大会 

２７日（月）～３１日（金）５年自然学校 

※１０月より委員会、クラブ活動のない金曜日は１４：４５一斉下校になります。 

 また、火曜日は２年生が６時間授業になりますので、１５：４５下校になります。 

・地震に強い家がいいと聞いたので、大人になったら強い家に住みたいです。（４年生） 

・避難所には多くの人がいるので、地震にたえてもその後の暮らしが良くない状況で亡くなられ

ているのだと知りました。非常食を多く備えることも大切だとわかりました。（４年生） 

・地震で亡くなられるのはお年寄りが多いので、うちのおばあちゃんにはできるだけ頑丈な家で

ベッドで安全にくらしてほしいと思いました。（４年生） 

・地震が起きると障害を持った方が多く亡くなると知りました。私の住んでいる町で大きな地震

が起きたら自分の命を守って助け合おうと思いました。（５年生） 

・避難の時だけでなく、普段から困っている人がいたら助けたいです。（５年生） 

・家に帰ったらお母さんやお父さんに話して防災バックを見直したいです。（５年生） 

・多く亡くなった方がどんな建物に住んでいたかなどを見て、住む建物の強さを考えるなど未然

に命を守れるようにする大切さを改めて感じた。避難所生活でプライバシーのない生活、人が

人らしい生活ができないつらさ、その中でも周りの人とコミュニケーションをとることが大切

だと思った。災害関連死が増えないようにするにはどうすればよいか考えたい。（保護者） 

・現実、平等、公正、公平をわかりやすく絵で見せていただいたので、頭の片隅にこの絵を覚え

ておこうと思いました。（保護者） 
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